
[大会名]春の高校バレー第 65 回全日本バレーボール高等学校選手権大会茨城県予選会 

[試合番号]特設 1 [開催日]2012/10/28 
試合会場レポート 

[会場]ひたちなか市総合運動公園総合体育館 

[観客数]1500 [開始時間]10:06 [終了時間]12:15 [試合時間]2:06 

[主審]松代 寛 [副審]屋貝 直也 [記録員]古谷 潤 

男子：決勝戦 

霞ヶ浦高等学校 22 
第 1セット 

【 0:24】 25 土浦日本大学高等学校 

監 督：岩﨑 匡史 25 
第 2セット 

【 0:22】 23 監 督：福田 誠 

コーチ：北島 朋弥 25 
第 3セット 

【 0:26】 20 コーチ：吉田 達也 

 24 
第 4セット 

【 0:29】 26  

 

3 

15 
第 5セット 

【 0:16】 10 

2 

 

【 】内はセット時間 

戦 評 

 春高予選男子決勝戦は霞ヶ浦高等学校と土浦日本大学高等学校の対戦。試合開始前の練習で霞ヶ浦 10 番朝

日が足首を捻挫し、出場できなくなるという波乱を予想させる幕開けとなった。 

 第１セットは中盤に土浦日大が８番横田の３連続サーブポイントなどで 19－17 とリードすると、そのまま

25－22 で逃げ切り先取した。 

 続く第２セット、主力を１人欠いたことが大きな痛手となっているかに見えた霞ヶ浦だが粘りを発揮する。

高さに難のあるサイドアタッカーが相手ブロックをうまく利用し、ブロックアウトなどで得点を重ねて 25－

23 と奪い返した。 

 第３セットも霞ヶ浦が 25－20 で奪い、手負いでもやはり王者が勝利してしまうのかと思われた第４セット、

土浦日大が意地を見せる。お互いに決め手を欠き長いラリーが続く中、土浦日大３番エース内山がその混戦を

断つ。このセットは土浦日大が凌ぎ逆大手をかけた。 

 フルセットにもつれこんだ第５セットはこれまでの展開とは打って変わり、霞ヶ浦が中盤で 11－５と大き

くリードを広げる。余裕の生まれた霞ヶ浦が思い切りのいいコンビバレーを展開し、最後は 15－10 で土浦日

大を退け、６年連続 11 回目の優勝を果たした。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 奥井 祐一 

 


